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現
在
、
開
会
中
の
杉
並
区
議
会
第
三
回
定
例
会
（
九

月
～
十
月
）
に
お
い
て
、
一
般
質
問
し
ま
し
た
。 

介
護
・
保
育
・
生
活
保
護
・
施
設
再
編
（
あ
ん
さ
ん

ぶ
る
荻
窪
の
財
産
交
換
）・
水
害
対
策
の
各
問
題
に
つ
い

て
、
区
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。
※
質
問
の
詳
細
、
区
の

答
弁
要
旨
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

今
後
の
介
護
報
酬
設
定
も

現
行
と
同
じ
単
価
に
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

小
規
模
特
養
ホ
ー
ム
整

備
に
つ
い
て
も
〝
公
有
地

活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
・
検
討
を
進
め
て
い

る
〟
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

介
護
分
野
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
多
く
の
課

題
が
あ
る
も
の
の
、
法
改

定
の
影
響
を
抑
え
る
取
り

組
み
も
多
く
、
重
要
な
前

進
面
も
あ
り
ま
す
。 

 

善
福
寺
の
水
害
現
場
写
真
を
紹
介 

あんさんぶる

荻窪について

も質問。町会・

住民の切実な

声を取り上げ、

計画の停止を

求めました。 
 

詳細は裏面 

水
害
対
策
の
質
問
で
は
、
こ
の
間
、
冠
水
被
害
が
発

生
し
た
現
場
の
状
況
を
写
真
パ
ネ
ル
で
示
し
緊
急
対
策

を
求
め
ま
し
た
。
区
は
〝
下
水
道
局
と
連
携
し
た
対
策

を
検
討
す
る
〟
と
答
弁
。
区
内
全
域
の
水
害
多
発
地
域

の
通
学
路
等
の
安
全
対
策
の
実
施
も
約
束
し
ま
し
た
。 

 

介
護
分
野
の
質
問
で

は
、
国
の
法
改
悪
に
よ
る

介
護
報
酬
引
き
下
げ
の

影
響
に
つ
い
て
〝
区
内

事
業
者
の
実
態
把
握
と

必
要
に
応
じ
て
（
改
善

を
）
国
へ
要
望
〟
す
る
旨

が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

新
た
に
自
治
体
が
実

施
す
る
総
合
事
業
（
要
支

援
１
２
の
利
用
者
が
移

行
）
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は

〝
こ
れ
ま
で
と
同
じ
事

業
者
か
ら
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
（
現
行
相
当
の
サ
ー

ビ
ス
）
提
供
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
が
重
要
〟
と
し
、

住
民
が
施
設
周
辺
で
貼
り

出
し
て
い
る
ポ
ス
タ
ー 

保
育
分
野
は
〝
私
立
認
可
保
育
所
へ
の
運
営
費
加
算

は
現
行
水
準
を
維
持
し
、
新
た
な
加
算
を
行
な
う
〟
旨

が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
の
複
数
居
室
を
バ
ラ
バ
ラ
に

利
用
す
る
認
可
保
育
所
整
備
に
つ
い
て
、
今
後
は
〝
ケ

ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
判
断
す
る
〟
等
と
答
弁
。
施
設
環

境
上
「
保
育
の
質
」
が
確
保
さ
れ
な
い
重
大
問
題
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

生
活
保
護
問
題
は
、
住
宅
扶
助
引
き
下
げ
に
伴
う
転

宅
指
導
に
つ
い
て
、
国
の
た
だ
し
書
き
（
旧
基
準
の
適

用
が
可
能
）
の
運
用
に
具
体
性
が
な
く
現
場
任
せ
と
な

り
か
ね
ず
、
課
題
を
残
し
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
各
分
野
の
問
題
に
対
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
求
め
ま
す
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一般質問では、町会や住民の声を取り上げ、地域に大き

な混乱を広げている現状を議会で告発しました。 

また、住民説明会の開催や住民との意見交換を拒み続け

る区の姿勢の問題点を指摘し、計画の強行をやめるよう求

めました。 

 区の答弁は、自らの責任を自覚することもなく〝今後も

手順を踏みながら進める〟などと計画の強行に固執する

姿勢を示しました。 

再質問では、杉並区自らが定めた杉並区基本構想におい

ても「支えあい共につくる」と示されており、その精神に

逸脱していると指摘したところ、まともに答弁することも

出来ませんでした。

 
 

家の前にヘビ！？ 
 

先日、本会議後に帰宅すると家の前に

ヘビがいるではありませんか！？びっ

くりして、自転車から引っくり返りそう

になりました。 
我が家は住宅街のど真ん中にありま

すが、近隣には豊かな自然環境を残す善

福寺公園もあり、夜間にはタヌキなどが

走り回っています。それにしても、善福

寺地域の自然環境はスゴイものです。 
同僚の富田区議に写真を見せたとこ

ろ、杉並区の生き物紹介（彼のニュース

で連載中）に掲載するとの事。この環境

を残していかなければなりませんね！ 

七
月
十
七
日
、
桃
井
第
二
小
学
校
の
改
築
に
関
す
る
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

地
元
町
会
や
保
護
者
か
ら
は
「
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
の
児
童
館
は
決
し
て
な
く
し

て
は
な
ら
な
い
」「
建
て
替
え
に
よ
り
、
小
学
校
の
校
庭
が
４
年
間
も
つ
か
え
な
く
な

る
の
は
問
題
で
は
な
い
か
」「
財
産
交
換
の
説
明
会
を
再
三
要
望
し
て
い
る
の
に
未
だ

に
開
か
な
い
の
は
納
得
で
き
な
い
」
な
ど
、
計
画
に
反
対
す
る
声
が
噴
出
し
ま
し
た
。 

計
画
の
乱
暴
な
進
め
方
と
町
会
や
住
民
の
意
向
を
全
く
聞
こ
う
と
し
な
い
区
の
姿

勢
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

党
区
議
団
は
財
産
交
換
方
針
撤
回
と
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
の
存
続
を
求
め
ま
す
。 

あんさんぶる荻窪を巡る問題 この間の経緯について 
 

● 杉並区は昨年、荻窪五丁目にある桃井第二小学校の改築計画を発表。

※財産交換計画により、あんさんぶる荻窪内の荻窪北児童館が廃止さ

れることに伴い、学童クラブ等の機能を桃二小へ移転させる計画だっ

たが、現状のままでは対応できないとして突如、提案した。 

● 計画では、2016 年度校庭に仮設校舎を建設、2017 年度から２年間の

工事開始。新校舎は 2019 年 4 月開校予定。※上記スケジュール参照

● 荻窪北児童館は 2017 年度で廃止。学童クラブ等の新校舎移設は 2019

年度となるため、2018 年度の一年間は杉並保健所の４階で対応。 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
改築検討懇談会

の運営 

基本設計 実施設計 

仮設校舎建設 仮設校舎運営 

新校舎建設工事 

○新校舎開校 

環境整備工事 

校庭等の使用に影響が出る期間

仮設学童クラブ

等の設置・運営 

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ 

で
し
ょ
う
か
？ 


